
政策の柱 政策名 15　高齢者の知識や経験、技能の継承

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容
【参考】
R5予算額

31,769

12,176

2,000

8,148
の一部

480

5,200

6,500

＜参考＞
活動指標

80%
（R1）

75% 75%

　・高度技能人材育成研修（一部)
　　　熟練技能者の活用等により、技術専門学院における在職者セミナーの一部として
　　　中小企業在職者のものづくり技能の向上を図る研修を実施

（２）高齢者から若者
への熟練技能等の移
転

　・伝統工芸品産業支援事業
　　　販路開拓への支援に加え、後継者育成のための人材育成に対して支援

　・伝統的工芸品ふれあい教室開催事業
　　　職人を講師とした体験教室等による伝統工芸の伝承や人材の育成

■熟練技能等の移転

■伝統産業等の技術承継・後継者確保

高度技能人材育成研修の定員に対する受講者の
割合
現況：R2・R3は新型コロナウイルス感染拡大の懸
念等により実施依頼なく実績なし

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

人づくり

伝統文化や伝統芸能の子どもたちへの伝承、優れた技法を保有する伝統工芸の匠や熟練技能
者からの技能の継承など、高齢者が長年培った知識や経験、技能が次世代に受け継がれている
こと。

■地域の魅力や伝統文化の伝承

　・【新】公民館deつながるモデル事業
　　　地域住民の交流の拠点である公民館がこれまで提供してきた集合対面型の事業と
　　　デジタルを組み合わせ、人々が多様につながる新たな公民館活動の創出を支援

　・放課後子ども教室推進事業（再掲）
　　　放課後や週末等に学校の余裕教室等を活用し、地域の方々の参画を得て、
　　　子どもたちに学習や様々な体験・交流活動の機会を定期的・継続的に提供

（１）地域の異世代交
流の中での伝統文
化・芸能の次世代へ
の伝承

　・土曜日の豊かな教育活動推進事業（再掲）
　　　地域人材を活用した多彩な教育活動を推進するため、土曜日の学習活動や
　　　授業を支援

高度技能人材育成研修の受講率

　・伝統工芸「匠の技術」継承支援事業費補助金
　　　高い技術や希少な技術を有する「伝統工芸の匠」による技術の継承に対する支援

（３）伝統産業等にお
ける後継者の確保・
育成と技術の継承

指標名
現況
R3年度

目標

指標の説明R3
(2021年度)

R8
(2026年度)


